
 

 

第１３６６回 例会 ２０１９年（令和元年）６月１７日 

（ロータリー親睦活動月間） 

 

前回（６月３日）例会記録  

◇プログレス 清水 清一 ＳＡＡ  

１．来客紹介  小島 常男 親睦委員長       

  ゲスト：３名 地区外：２名 地区内：３名 合計：８名 

  ゲスト：体験例会 山本 純子 様  洪 理恵 様 

  ゲスト：米山奨学生 ゴーチュンタン 君 

 

２．６月お誕生月会員お祝い 

 

 俣野 富美雄 会員  （６月 １日） 

 島田 琢也 会員   （６月１５日） 

 片岡 清夫 会員   （６月２１日） 

 藤井 宏明 会員   （６月２６日） 

 

３．会長の時間 

 今日は・・。ビジターの皆様ようこそおいで頂きました。時間の許す限りごゆっくりとおくつろぎ下さいませ。 

 また今日は、塩尻さんの紹介で、山本純子さんと洪 理恵さんが体験例会にお見え頂いております。気楽にじっくりと 

例会の雰囲気を楽しんで下さい。会員皆が大歓迎しておりますのでよろしくお願いいたします。 

 早いものでこの期も今月を残すのみとなりました。少し肩の荷が軽くなりホットした感じですが、今日はこの後、新旧合同 

理事会があります。後１ケ月気を引き締めて頑張りますのでよろしくお願いいたします。 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 清水 清一 ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「それでこそロータリー」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ 委員会卓話  クラブ規定情報研修委員会 伊藤 清一 委員長 

○ クラブ協議会（最終） ４階「白鳥の間」 １３：４０～１５：４０ 

・楽しいね 

・茶つみ 

・森の水車 



 

 今月のロータリー月間は、「ロータリー親睦活動月間」です。尚、この６月１日から５日まで、ドイツのハンブルグで国際大会

が開催されております。残念ながら船場からの参加はありませんでしたが、この２６６０地区からは結構多数のロータリアンが

参加なさっているようです。先週の３１周年記念例会に参加頂いた心斎橋の西出会長の話では２００名余の方が行かれると

のことでした。国境を越えてのロータリーならではの交流が活発に行われているものと思われます。 

 私は２００４年５月に開催された大阪での国際大会と一昨年の韓国ソウルでの国際大会しか参加したことはありませんが、 

世界中のロータリアンが一堂に会するのはそれなりに興味深く、楽しいものです。ただ私は日本語以外は殆どだめですので、

気さくに話をという訳にいかず、その点は残念ですが、ただニコッとすればニコッとして呉れますので、何となく近しい感じが

し、それはそれでいいものです。 

 今月の親睦活動月間ですが、英語ではフェローシップというようです。ロータリーでいう親睦は、日本人のイメージとは少し

違い、単に宴会やゴルフや旅行などの親睦に留まらず、フェローシップというのは「何かを一緒に行う、または利害を分け 

合う人々の行いで生まれる友情の感情、仲間意識、連帯感」という意味で、ロータリー運動を志す仲間の連帯、友情ということ

になります。この連帯や友情が根底にある親睦活動を深める手段としてロータリーの様々な親睦活動があります。 

国境を越えたRIの親睦活動グループの結成は、RI理事会の承認を得ることが必要ですが、審査を経た後は独立し、独自の

規定で活動することとなります。これで私が知っているのは、当クラブにいらした阿部さんが囲碁の会をRIの親睦活動にして

もらおうと活動し、１０数年前に認められ、日本、韓国、台湾が囲碁を通じて交流する親睦活動があります。 

この会は一番初めは神戸で開催され、韓国と日本が神戸の会場で交流したのを覚えています。その後、韓国、 

台湾と順番に開催されましたが、私はレベル的について行けず、今は参加していませんが、RIでは、ヨットとか 

カヌーとかダイビングなどの他、コンピューターの会など様々な親睦会があるようです。国際ロータリーで承認されて 

いるRI の親睦活動は６０を超えてあるとのことです。皆さんの趣味の中で、RIの親睦活動に組み入れられているものも 

あると思いますので、考えてみられたら面白いかもしれません。 

 

４．米山奨学金授与 米山奨学生 ゴーチュンタン 君 

 

松谷会長より、米山奨学生のゴーチュンタン君に奨学金が授与されました。 

その後簡単にご挨拶をしていただきました。 

 

 

 

 

 

５．ニコニコ報告  藤井 宏明 親睦委員 

甚田 会員・・・・卓話です。どうぞよろしく。 

塩尻 会員・・・・本日体験例会お二人をよろしくお願い申し上げます。 

岩崎 会員・・・・本日２名の体験例会です。嬉しいです。どうぞごゆっくり下さい。 

澤田 会員・・・・１２日（水）八尾市立竹渕小学校において出前授業に行って参ります。 

新川、清水、沖、林、小島、藤井、岡本（茂）、岡野、原山、平山、大磯、山川、井澤、片岡、松谷、宮原、松永、 

北野、大嶋、栗原、 

各会員・・・・２０１８年度最終月 ラストスパート頑張りましょう！ 

俣野、島田、片岡、藤井、各会員・・・・６月お誕生月会員 

沖、塩尻、岡本（真）、各会員・・・・６月創立記念日 

塩尻、松永、松谷、林、長沼、各会員・・・・６月結婚記念日 

 

６．出席報告 清水 清一 ＳＡＡ 

会員総数 ３５名 出席率計算会員数 ３５名 出席会員数 ２７名 出席率 ７７％ 

第１３６４回（５月２０日） 修正出席率 ９１％ 

 



 

７．卓  話 「新渡戸稲造と武士道について」  甚田 隆康 会員 

 

甚田会員に卓話をしていただきました。 

内容については別紙（６頁）となります。 

 

 

 

 

 

 

 

大阪ＹＭＣＡ国際専門学校 交流会について 

２０１９年６月１０日（月） 

                                             青少年奉仕委員会 藤井 宏明 委員長 

 

 2019年6月10日（月）に大阪ＹＭＣＡ国際専門学校との交流会を開催致しました。 

２年ぶり（前年度は30周年記念事業のため未開催）の開催となりましたが、今年度は 

新たな取り組みとして、パネルディスカッション形式にて「ダイバーシティ」というテーマを設定し執り行いました。 

全学生１８０名が参加し、同校より４名の生徒と、我々大阪船場ロータリークラブの会員 

６名が登壇。テーマに基づいた自分なりの意見や、クラブ会員は自社での実践事例の紹介を織り交ぜ、発表致しました。 

その後、１グループ生徒１０名程度に分かれてパネルディスカッションと同じテーマにて、グループ討論を実施。 

クラブ会員も各グループに参加し討論しました。 

生徒からは、日本の企業に就職するための心構えや、必要な資格についてなど、様々な質問もあり、それに熱く答える 

ロータリアンの姿が印象的でした。 

留学生の多くは日本の企業に就職を希望しているが、不安感から発せられていると推測するが、自身が外国人で 

ある事について、就職というもの対し劣等感を持つ生徒が多いように感じました。 

我々会員からは「若い人達は、もっと夢と大きな志を持ち、自信をもって就職活動を 

行なうべき」などと激励する場面もありました。将来ある若者達にとって、今回の交流会が少しでも今後に役立つ機会と 

なれば良いと思います。 

ご参加頂いた会員の皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

・・・ ちょっと古い機械～最新が本当に最良か？ ・・・        塩尻 明夫 会員 

 

手元にある「ちょっと古い機械」を２点ほどご紹介する。 

 

１．1968年製オメガ・コンステレーション（時計、写真１） 

私の生まれ年に世に出た、今年で製造５１年になる機械式時計である。若いころは、 

機械式時計の「スーパーのレジ横で売られている数百円のクオーツ時計にも劣る精度」を 

バカにしていたが、機械そのものの出来に注目するとなかなか侮れない。 

自動巻きやカレンダーといった機構を、シンプルで整備性の良いキャリバー（時計の 

心臓部）にまとめ上げ、軽くコンパクトなケースに収めた技術はハイレベル。 

クロノメーター（時計の正確性に関する世界的な検定）を受けており、半世紀を過ぎた 

今でも１日数秒～十数秒の誤差しかない。 

現在機械式でこれ以上の精度を出そうとすると、数百万～数千万するような超絶機構が 

必要となってくる（それでも電波式はもちろん、一般的なクオーツにも勝てない）。 

 

２．1988年製 ホンダ・CBR250R（バイク、写真２） 

車の電動化が叫ばれる時代になり、ガソリンを使うエンジンもだんだんと肩身が狭く

なってきた。V12 や V8 といった高級車向けエンジンが次第に姿を消し、燃費効率

や環境性能、そして製造コストを考えたダウンサイズエンジンが主流になっている。 

バイクの世界も同じで、日本のメーカーが世界を席巻した８０～９０年代には排気量

250cc（通常の自動車用エンジンの 1/6～1/12 程度の大きさ）という小さなエンジン

にも、こぞって４気筒という形式を採用していた。この場合、エンジン１気筒当たりの

排気量は約62ccと、ショットグラス１個分しかない。実際構造を見ると、本当に小さな

部品が整然と組み立てられており美術工芸品とすら思える。結局、現在はコストダウ

ンの要請でほとんどが単気筒となってしまっている。 

この玩具のような、しかし超精密なエンジンが最高で１分間に 18000回転（通常の車の３倍）のスピードで回転し、 

場所が許せば時速 200キロ近いスピードをも実現する推進力を生み出すのである。 

しかし精密な製品には多大なコストが必須である。今同じエンジンを積んだバイクを作れたとしても、売価を当時の 

定価（６０万円程度）の２倍にしても大赤字だろう。 

 

３．おわりに 

これらのような古い機械は、マーケティングや経営効率を考えるともう世の中にとって不要なのかもしれないが、 

人間が主役である以上その本質的価値は生き続けると思う。 

ロータリーも同様で、古きよきものの本質的価値を理解しつつ、新しい令和の時代に生かしていきたいと考える 

今日この頃である。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 ガバナー月信６月号より 

 

           ☆次回６月２４日（月）例会予定 

                      ・卓話：松谷会長 岡本幹事 

                      ・撞木引継ぎ 

６月度理事会報告 

２０１９年６月3日（月） 於：ホテル日航大阪 １３：４０～１４：４０ 

（議 案） 

１． ５月度会計報告：承認 

２． 細則変更について：承認 

第１５条 服装に関する規定に関して下記とすることで承認された。 

通常の例会においてはロータリアンとしてふさわしい服装であればスーツ、ネクタイを 

着用しなくても良い。女性の場合もそれに準ずる。ただし、来賓が出席される場合は 

スーツ、ネクタイを着用する事とする。その場合は幹事より事前連絡をする。 

３． 例会デジタル参加について：承認 

 第１２条 例会の出席方法に関して、下記詳細は再度議論する必要があるが前向きに取り 

組む事として承認された。例会場とオンラインを結ぶことによってパソコンまたは 

スマートフォンの端末で例会に出席することを認める。ただし月間のオンラインでの 

出席回数は来場による出席回数を上回らないこととする。 

また例会場の設備の都合上、一回の参加は４人までとする。 

４．その他 

(ア) 長期欠席者への接触、遠隔地業務の会員への取り組み等が話し合われたが、結論はでなかった。 

→岡本幹事に一任 

(イ) 甚田次期幹事より、次年度計画書提示 

過去の記録を次年度以降整理する 

 


